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ま え がき

近年，わが国にお ける家畜のトキソプラズマ（以下Tp

と略十）症の研究が進むにっれ， とくに豚の間には

高率にTp 症が浸淫していることが多くの研究者により

明らかにされてきた．豚Tp 症は飼育中に感染発症する

例がかなり認められるので，人畜共通伝染病の中でも食

肉衛生の立場から注目されるようになり，とくに外観上

健康な豚の肉の中に含まれるTp ，すなわちその不顕性

感染が重要視されるに至った．徳富ら（1963）は飼育中に

発見される豚Tp 症には重症あるいはへい死例が多いの

に対してと畜場で発見されるTp 罹患豚には生体検査時

に著変がなく，解体後の検査で習熟した検査員によって

ようやく発見される程度の軽微な肉眼病変を呈するもの

が多いとした．また豚がと畜場に搬入されてからの検査

でTp 症のすべてを摘発することはほとんど不可能に近

いので，と畜検査にはTp の螢光抗体法などを導入して

精度の高い現場検査を行なうとともに，多少とも疑わし

い肉については食肉衛生の立場から凍結処理による無毒

化を提唱した．

他方，豚肉におけるTp 保有状況については，　Jacobs

（1960）はBaltimore のと畜場において豚の横隔膜筋50

件からペプシン消化法により虫体分離を試み，8 件から

虫体を得，さらに被接種マウスの色素試験抗体倡が有意

に上昇したことから豚肉にTp 汚染のあったことを推定

した4 件計12 件（24．0％）の陽性を得た．また，わが国

では石井ら（1962）は1960 年3 月から9 月の間，芝浦と

畜場においてと畜検査で異常を認めなかった豚の横隔膜

筋61 件を非消化のままマウスに接種して3 件（4．9％）

から虫体を分離した．徳富ら（1965）は1964 年3 月から1965

年2 月までの1 年間に東京都内の一般市販豚ノJヽ間

切130 件についてトリプシン消化法を用いて25 件（19．3

％）から，また田中（英）ら（1964）は1964 年1 月から9 月

の間に大阪府下と畜場で と殺 された豚 の筋肉144 件につ

い て同じ くトリプシン消化法を 用い て18 件（12．5％）か

らTp 虫体を分離 した，

われ われも家畜や その食品にお けるTp 分布の実態を

知 る第一着手 として新潟県内 で市販 されている豚ひ き肉

につい てTp の分離を試みたので，そ の成績 の概要を次

に報告する．

検査材料ならびに方法

1964 年12 月 から1965 年3 月 ま で の4 月間に新潟県

内の10 地区の食肉販売店 で 販 売されていた 豚ひ き肉 を1

店 から1 件 （約200　g）あて108 件 を採取 して 検査に

供した・

検査は花木・信藤 （1963）に よる トリプ シン消化 法に

よっ た．すなわち 豚ひ き肉30g を秤取し，　0．5％ トリ

プシン食塩水300　m1　を加え， スターラーを用い て室温

で1 時間消化した後ガ ーゼ2 枚で濾過し，濾液 を1 ，500rpm　10

分間遠 心沈澱後沈渣を生理食塩水 で2 回洗浄 し，

どろ どろ となっ た液 に抗生物質（ペニシリン50 ，000　u十

スト レプトマイ シン40　mg ／’ml） を数 滴加 え，　1．0　mlあ

て5 匹の マウスの腹腔内 に接 種した．それらを約1 月目

に殺して血清を採取し， またそれぞれのマウスの脳の小

片 を圧偏標本（18　m，　m　カ バーグラス1 枚）としてCyst

の有無 を鏡検した．採取した マウス血清 につい ては色 素

試 験を行ない ，その抗体価を調べ た． なお接 種後，観 察

期 間中にへい死 したマウスについ ては腹腔洗浄液 を遠心

し，沈 渣中のTp の有無 を鏡検した．

成　　綫

1．　市販豚ひ き肉のTp 検査

市販豚ひ き肉接 種マウスの 脳にお けるTp　Cyst　の検

出成績は第1 表に示す通 りであ る． 糸魚 川市0 ／4，高田

巾O ）



第1 図　市販豚ひき肉から分離したTp　Cyst　（GPM －3）　（×84）

第1 表　市販豚 ひき肉接 種マウス脳におけるTp

Cyst　の検出成 績

新 潟県　1964 ．12－1965．3

検体採取地区　　 検査件数　　 陽性件数（％）

糸　魚　川
高　　　 田
柏　　　 畸
長　　　 岡
三　　　 条

巻

新　　　 津

新　　　 潟

新　 発　 田

村　　　　 上

計

4

8

5

5

6

10

8

49

7

6

108

0

0

1

0

1

2

0

8

1

1

14（13 ．0）

市0 ／8，柏崎市1 ／5，長岡市0 ／5，三条 市1 ／6，巻町2 ／10，

新津市0 ／8，新潟市8 ／49， 新 発田市1 ／7， 村上 市1 ／6，

訃108 件中14 件（13．0％）からTp　Cyst　を検出した（第1

図 参照）．こ れら14 件 の陽 性マウス（各5 匹）の脳にお

けるCyst の検出状況 をみると，5 匹のすべてからCyst

の検出 された例はなく， マウス5 匹中3 匹から検出され

たものが2 件， 他の12 件は5 匹中1 匹のみから 認めら

れ た．また，標本1 枚中のCyst 数は2 －3個の ものが最

も多 く，10 個以上認められ たものはCyst 検出 マ ウ ス18

匹 のうち5 匹に過ぎなかっ た．

2 ． 豚 ひき肉接 種マウスの色素試験

豚 ひき 肉接種マウス108 件の うち39 件 のマ ウスの 血

清（3－5匹プー十）につい て色素試験を試み た． その成績
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は第2 表に示す通りである．1 ：4 以下のものが33 件

（84．6％）で，1：16以上陽性のものは6 件（15．4％）認め

られ，その内訳は1：16　3件，1：256　2件，1：1，0241

件で，1：16以下のマウスからはCyst を検出するこ

とができなかった．

第2 表　豚ひき肉接種マウスの色素試験成績

検査

件数

39

色　 素　 試　 験

血清希釈

－
1：4（ ―）1
：4

－
1：16
1：64
1　：　2561
：1 ，024

件数（％）

－
30（76．9）3

　（7．7）

jl

（15．4）

Cyst 陽性件 数

0

0

0
0
2
1

3． 分離株の継代試験

豚ひき肉 から分離した14 株中7 株についてマウスの

脳を約10 倍乳剤とし，次代のマウスの腹腔内に接種す

る方法で継代を重ねたが，その経過は第3 表に示す通り

である．これら7 株のうち4 株（GPM －3，　11，　98，　131）

はCyst－Cystで継代され， それらの血清の色素試験は1

：　64－1，024といずれも高い陽性を示した．また7 株中2

株（GPM －86，　136）は3 代から増殖型となり4－5日で

マウスを斃し， 他の1 株（GPM －81）は3 代でCyst を

検出することができなくなり，そのマウスの血清の色素

試験も1 ：4 陰性であった．

（m ）
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株N0 ．

3

n

81

86

98

131

136

第3 表　分離株の継代試験

継　代　経　過　（マ　ウ　スD ．T．）C

－C －C －C －C －C →
（256）　（64）　（256）　（64）　（256）　（64）

C－C －C 一C －C －C →
（1，024）（256）　（256）　（256）　（256）　（256）

C－C － （－）
（256）　（64）　 ≪4 ）

C－C －P －P －P －P －P
→

（1，024）（1，024）

C－C －C －C →
（256）　（64）　（256）

C －C －C －C →
（1，024）（256）　（256）

C－C －P －P －P －P －P →（256）
　（1，024）

註：　C　＝　Cyst　　P＝増殖型

（　）血清 色素試験値

（－）＝陰性

績を示し，再検で も同じ ような数 値が得られ た．

総括 なら びに考 察

Tp 症 の動物 から人 への感 染には種々の 方 法が考えら

れるが，現在の ところ確実 な感染経 路は究明されてい な

い ．　Dolman 　（1957）はTp 症を経 口感染 する 可能性 のあ

る食肉由来 の人獣伝染病 と記載し ている が， 実際に食 肉

を介して人 がTp に感染発病し たとい う確実 な報 告は少

ない ようである．　Kayhoe 　el　al．　（1957 ）は生 肉を好 んで

食 べた婦人 がリンパ腺腫を伴っ て発病し た こ と を報 告

し，　Weinman 　（1956 ）は旋毛虫感染 の検索 を指 標とし て

調理不完全 の豚 肉を食 べた人々を調べ たところ，一般人

に 比して高いTp 抗 体保有率を示し たこ とを報じ た．わ

が国で は都留 ら（1962）が北海道で豚肉を食べたこ とに よ

第4 表　RH 株豚 免疫血清なら びに健康豚 血清 に対 する各分離株の色素試験成績（不染 虫体百 分率）

株　　 名

STS －1NTS

－330NTS

－25NTS

－30NOS

－1GPM

－86GPM

－136ASAI

－
RH　　　 。

株 の 由 来

と 殺 病 豚

と　殺　豚
μ

μ

μ

豚 ひ き

／／

継
代
数

89

231

15

12

25

肉　　　32

29

人（脳膜炎）

／

691

16　　　64 256　1 ，024　4，096

38

8

24

16

12

8

40

24－
叫

6

3

6

8

4

0

6

8

12

10

0

6

4

4

4

4

4

4

4 16

10　　　8

8　　　6

18　　　8

6　　　0

16　　　4

4　　　2

10　　12

14　　16

14　　　6

64

4

4

2

8

4

2

8

8

4

対　 照

（食塩水）

4

4

10

0

8

8

4

8

6

つてTp 感染を起こしたと思われる幼児の1 例を報告し

ている程度である，しかしTp 抗体保有調査によると，

田中（宏）ら（1958）は新潟において食肉販売従業員のトキ

ソプラスミン反応を行ない陽性串40 ．0％を得，従業年

数の長いものほど陽性率が高いことを報じ，また小林ら

（1963）は東京都芝浦と畜場従業者について抗体調査を行

ない色素試験59 ．1％，トキソプラスミン反応67 ．8％の

高い陽性率を認め，獣肉の取り扱いがTp 感染に関連が

あるかも知れないとした．一方，鈴木ら（1960）は全国各

地から集めた1 ，891頭の豚血清について補体結合阻止反

応を行ない162 頭（8．6％）の陽性率を得ているので，豚

のTp 抗体保有率は一般に高いものと推測される
■　Tp

の人への感染要因についてはまだ不明のまま残されてい

るが，少なくとも以上の事実は豚から人への感染経路に

関心が払われなければならないことを示すものと考え

‾司

70　1
－1246

60　　60

68　　58

94　　　92

註：HA 赤 血球凝集反応値

4．　RH 株豚免疫血清 ならび に健康豚 血清 に対 する各

分離株の色素試験

農林省動物医薬品 検査所 から 分与を うけ たRH 株豚

免疫血清No ．　13　（HA　1 ：　4，096） を16 →4 ，096倍まで

健康豚血清N0 ．194（HA　1　：　16）を4 →64 倍までそれ

ぞれ4 倍希釈し，各希釈液に豚ひ き肉からの分離株の増

殖 型となっ た2 株（GPM －86，　136）， 新 潟県 にお いて分

離し たと殺豚 からの分離株5 株（STS －1，　NTS －330，　25，30

お よびNOS －1），人 からの分離株（浅井）お よびRH

株 の各体浮遊液を加え，か たのご とく色素試 験を行 ない

各株 の比較を行なっ た．その成績は第4 表に示 すご とくRH

株 に比べ各分離株はすべて1 －2管あて低い力倡 を示

した．　しかし 不染虫体の 百分率はRH 株 と 類似し た傾

向 がみられた．なお と殺豚から分離した1 株（NOS －1）は16

倍希 釈で不染 虫体数 が45 で，陽性 と 判定で きない成

（112 ）



る．

今回われわれは新潟県下で一般に市販されている豚の

ひき肉についてTp 保有状況を食肉衛生の立場から検討

してみた．その結果，　108件中14 件（13．0　％）にTp 虫

体が認められた．この成績は徳富らの東京都における一

般市販豚小間切の19 ．3　％，田中（英）らの大阪府下と畜

場でと殺された豚の肉12 ．5％とほぼ似た成績である．

東京，大阪等ではほとんど全国から食肉用豚が集荷され

ているので，これらの事実は豚肉におけるTp 保有状況

が全国的に，しかもかなり高率であることを示すものと

判断される．

小林ら（1963）はと畜場従業者のTp の具体的な感染経

路について食肉中のTp 虫体，なかんずくCyst が小さ

な肉片とともに作業中取扱者の手指に付着し，これがな

んらかの機会にそのまま口に運ばれて経口的に感染した

り，あるいは取扱者の手その他の皮膚面における創傷ま

たは粘膜部から遊離虫体が経皮的に侵入する可能性があ

ると推論した．さらにと畜場従業員は肉塊や内臓をかる

く炭火を通して半焼きのまま食べる機会が多く↓これがTp

感染の可能性と密接な関係があると指摘した．また

徳富ら（1963）はTp 虫体を含む肉はと畜場から販売店を

通り家庭に達するまで，その危険性は少しも衰えないこ

とを指摘し，Tp 虫体は高温に対して抵抗性が低いので

普通の調理を行なった場合，肉中のTp 虫体は容易に死

滅するが，調理の過程で汚染されたまな板，庖丁などを

用いてサラダなどの生食用の食品を扱う際にそれらに小

肉片が付着して摂食される可能性があり，食肉を介して

のTp 感染のおそれは主としてかかる食肉の調理過程

におこり得ることを強調した．これらのことを考慮すれ

ば，新潟県内で一般に店頭で販売されている豚ひき肉か

ら約13 ％にTp が認められた本成績は，食肉衛生上は

なはだ憂慮すべき事実と考えられる．

今回われわれが用いた豚ひき肉からのTp の分離法

は，花木・信藤らのトリプシン消化法によった．また信

藤（1965）は慢性無症状感染動物からのTp の分離はCyst

をねらって実施するため消化法によらなければ目的を達

することができないとし，消化した沈渣はマウスの腹腔

内に接種して1 月以上観察を続けるが，この方法ではマ

ウスが発病することは一般に少ないと述べた．われわれ

の分離試験においても，5 匹のマウスに接種し1 月間観

察を行なったが，観察期間中に発病した例はなかった．5

匹のうち1－2匹がへい死した例はあったが，これらの

マウスの死因は主として被検材料の細菌汚染が著しく抗

9

生剤の添加量不足 を来 たしたためと考え られ， へい死 マ

ウスの腹 腔液 の懸濁標本の鏡 検で もTp 虫 体は認めるこ

とがで きなかっ た．

つ ぎに接 種マウスの脳におけるCyst の検出状況につ

い て考察すると， われ われは接 種マウス5 匹のそれぞ れ

の脳 から1 枚（カバ ーグラス18　m ／m）の圧 偏標 本を作っ

て鏡検し，計5 枚 の中にお けるCyst の有無 によっ て陽

性率を求 めた．陽性 標本1 枚のCyst の数 は2 －3個のこ

とが多 く，また一 部につい て行なっ た接種マ ウスの色 素

試験では1 ：16 以上 陽性 のものが15 ．4％ でCyst の陽

性率（13．0％）よりやや高かっ た．なお信藤は マウス血清

の赤血球 凝集反 応が強陽性を示す とき は，必 ずCyst が

みられるから根気 よ く数回調 べる必要 があると述 べた．

本調 査でも1 匹のマ ウスの脳 からの標本数 を増すこ とに

よりさらに検出率が高 くなる可能性 を考慮しておか ねば

ならないであろ う・

豚ひ き肉から分離したCyst のマウス継代試験で は，

前述 のご とくCyst －Cystで継代 されるものとCyst 一増殖

型 とマウスに対 し病原性を増す もの とがあっ た．信藤は

株に よっ て速 かに増殖性を獲得する ものと病原 性の弱い

ものとがあるが，現在の知識で は抗原的 に株間の差異 を

明瞭 にすることは 難しい とし， また 消化 法で 分離したCyst

を作 り易い株 の中には マ ウス継 代を 重 ねても病原

性の増強しない もの があり，その腹腔液にTp の出現 が

ほとん どみられ ない株 もあ ると述 べた．われ われの分離

したCyst 株 も現在 マウス7 代に継代中であ るが， 腹腔

液中にはTp を認 めることはできな かっ た ．なおCyst

を有する マウスの血清の色素試験では花木 ら（1963）の成

績 と同 様い ずれも高い 力価が認 められた ．

Cyst から増殖型に なっ た株 につい てはRH 株 免疫豚

血清 を用い て色素試験を行 なっ てみたが，RH 株に比べ1

－2管 低い力 価を示した ． し かし， その不染 虫体の率に

はRH 株 と類 似した傾向が 認 められた． 石 井らは豚横

隔膜筋から分離した3 株 にっい てわれわれと同様 の実 験

を行 ない，RH 株 と一致す る成績 を得たが，これ らの差

異はRH 株との本質的 な力価 の 差 とい うより 継代数 の

違い と一応考 えたい ．

ま と め

食 肉衛生 の立場 から新潟県内で市販 されてい る豚ひき

肉にっV てヽTp の分離を試 みた．そ の成 績を要約する と

次の通 りである．

1． 市販豚ひき肉108 件につい て， トリプシ ン消化法

によ りTp の分離を試 みた ところ ，14 件（13 ．0％）から

（113 ）
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Cyst が 検 出 さ れ た ．

2 ．　豚 ひ き 肉39 件 の 接 種 マ ウ ス の 血 清 に つ い て 色 素

試 験 を 行 なっ た と こ ろ ，1 ：16 以 上 陽 性 の も の6 件（15 ．4

％）， こ れ ら の うちCyst の 検 出 さ れた も の は1　：　256　の2

件 お よ び1 ：1 ，024の1 件 の 計3 件 で，1 ：16 以 下 の力

価 を示 す マ ウス か ら は 検 出 され な かっ た ．

3 ．　分 離 株 の 継 代 試 験 では ，7 株 中4 株 はCyst －Cyst

で継 代 さ れ ， そ れ ら の マ ウス 血 清 の 色 素試 験 は1　：　64－1

，024とい ず れ も 高い 陽 性 を 示 し た ． ま た2 株 は3 代 か

ら 増殖 型 と な りマ ウ ス を 斃 し ， 残 り の1 株 は3 代 でCyst

を 検出 す る こ と が で き な くな っ た ．

4 ． 分離 株 の う ち増 殖型 の2 株 に つ い て ，RH 株 豚免

疫 血清 を 用い ，RH 株 ，人 から の 分 離 株 ，と殺 豚 か ら の 分

離 株 な ど と 色 素試 験 に よ る 比較 を 行 なっ た と こ ろ ，　RH

株 に 比 べ こ れ ら の 分 離 株 は す べ て1 －2 管 あ て低 い 力 価 を

示 し た ． し か し 不 染 虫 体 の 率 はRH 株 と 類 似 し た 傾 向

が み ら れ た ．

稿 を 終 わる に あ た り， 検 体 の採 取 に つ い て ご 協力 を い

た だ い た 県 下 各 保 健 所 の 食 品 衛 生 監 視員 に 感 謝 し， ま た

色 素 試 験 の た めの 豚 免 疫 血 清 お よ び 健 康 豚 血 清 の 分 与 を

い た だ い た 農 林 省 動 物 医 薬 品 検 査所 信 藤 謙 蔵 部 長 ， 佐 藤

卯 三 郎 技 官 ， 花 木 琢 磨 技 官 に深 謝 す る．

本 研 究 の 要 旨 は 第25 回 日本 寄生 虫学 会東 日 本 大 会 に

お い て 発 表 し た．
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ISOLATION　RESULTS　OF　7 ‾で～）XOPLASMA 　GON．£m　FROM　THEGROUND　PORK　MEAT　ON　THE

MARKET

Takeshi　MAITANI

の ゆ・artment　of　ilをj沁Z ぶ・ふ＞gy，　NikμzXα ひ7＆εΓs心 ＆ みool　of　Aをぷ功副Masanori

YOKOYAMA

乃沾Zか 月realth£aboratoび，　Niigata一尺ε，z

An　isolation　survey　of　Toxoplasma 　gondii　from　the　ground　pork　meat　on　the　market　wasmade　in　Niigata　Prefecture

，　1964－1965 ，　and　the　results　summarized　are　as　follows　：

1）By　means　of　Trypsin －digestion　method　Toxopl 心 ，冫z4　gondii　was　isolated　from　14　outof　108　meat　samples

，　and　positive　cases　were 　all　discovered　as　cyst－forms　in　brains　of　intraperi－toneally

inoculated　mice ．

2）　Six　out　of　39　meat　samples　showed　positive　titers　 （1　：　16　0r　higher）　in　dye－test　ofinoculated　mice　sera

，　but　cysts　were　only　found　from　three　of　the　highest　which　were　l　x　256　1ntwo　and　1　

：　1024　1n　one．

3）　Among　seven　strains　isolated　from　the　ground　pork　meat　2　strains 　were 　changed　fromcyst　to　proliferative　forms　during　the

serial　passage　in　mice　but　41　strains　continuing　in　cyst　forms，one

strain　eχhausted　at　the　3rd　generation．

4）　Such　two　proliferative　strains　showed　the　nearly　same　characteristics　as　RH　strain ，porcine

strains　and　human　strain　（ASAI ）　in　dye－test　using　the　RH　immune 　porcine　serum ．

訂　　　　 正

寄生虫学雑誌第14 巻第1 号掲載の「寄生虫卵殺滅剤に関する研究」（久津見晴彦）において，68 頁

右段5 行目は次の如く訂正します

（誤） 作用濃度50　ppm　（稀釈倍率は20，000倍）

（正） 作用濃度25　PPm　（稀釈倍率は40，000倍）
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